
 

 

別紙 発表者（令和４年度チャレンジャー）          【敬称略、五十音順】 

【海で過ごす時間と、そこに至るまでの過程を豊かにする道具メーカー VAGABONG】 

宇都宮 一馬 

【事業の概要】 

「オートバイ×サーフィンは自由で格好良くて楽しい」をコンセプトにした製品を製造・販売する。

メイン商品はカブ用サーフボードキャリア。スーパーカブやハンターカブなど広く対応。 

【取り組むきっかけ】 

バイクメーカー勤務時代、自分のバイクにつけられるサーフボードキャリアが存在せず、自作し

たキャリアが意外にも好評を得たこと。 

【介護タクシー検索エンジン mairu】 

大村 慧 

【事業の概要】 

利用者の希望時間に合わせて、利用可能な介護タクシーを提案するサービスを開発。予め必

要な介助の情報を併せて入力しておくことで、個人にマッチした最適な介護タクシーが配車さ

れる仕組みを実現していく。 

【取り組むきっかけ】 

コロナウイルスによって自宅に籠る時期が続き、移動という行為がもつ価値の大きさに気がつい

たこと。 

【リソース不足の中小企業・地域へ「企画」を提供する Oh-en】 

小笠原 嘉紀 

【事業の概要】 

商品づくりで地域や企業を応援するため、対話を通じて企業に魅力と強みを再認識してもら

い、企業が商品の強みを内から磨くことを促し、新たな価値をデザインとブランディングにて演

出するサービス。 

【取り組むきっかけ】 

日本の地域にはキラリと光る技術や商品をもった企業が多数ある。しかしリソース不足のため、

製品作りやブランドづくりに苦労する地方の経営者の存在を知ったため。 

【中高生の自己肯定感の低さや閉塞感を解決する Homiracle】 

川口 あずさ、 米ケ田 和香奈 

【事業の概要】 

小学生から社会人まで幅広い世代を対象に、自己内省につながる対話＋気軽に海外文化に

触れ新たな自分を見つける、「オンラインでホームステイ」を届ける。 

【取り組むきっかけ】 

"ありのままを受容し合う社会づくり"に貢献したい思いから、旅への想いを語るコンテストでこの

事業内容の元となったアイディアを発信し、共感・応援するメンバーが学生団体として集まった

こと。 

 



 

 

【地域の親子と「会いたい！繋がりをもちたい！」と思っている、親子同士が会うための親子型リ
アルマッチング】 

坂野 明香 

【事業の概要】 

地域の親子と「会いたい！繋がりをもちたい！」と思っている親子が、気軽に好きな場所で好き

な時間に会うことが出来るサービスを提供する。 

【取り組むきっかけ】 

2020 年、コロナ禍の真っ只中に初めての子供の出産を体験し、子供の発育のために地域の親

子と交流を持ちたくても、距離や時間などの様々な困難があり、「気軽に子供が一緒に遊べる友

達を探したい！」と思ったこと。 

【妊娠～育児中のおかあさんたちが、専門知識を持った人とつながり頼れるサービス】 

平岡 梓 

【事業の概要】 

妊娠〜育児中に必要な専門家（助産師、セラピスト、カウンセラー、保育者など）とつながり、長

期・専任制で頼れるサービス。その時々の子供の成長段階に合わせた専門家とつながれる。 

【取り組むきっかけ】 

自身の初めての妊娠・出産・子育ては、とにかくわからないことばかりで、産後ケアや人の手を

借りても、心身の回復が必要だと感じ、心も体も大きく変化するこの時期に、少しでも心地よく過

ごしたいと考えたこと。 

【芳香療法を通じたメンタルケア支援】 

山田 曜子さん 

【事業の概要】 

心を病んだ方がより多くの選択肢から治療法を選べるよう、心の不調に作用する植物精油を用

いたアロマテラピーなどの自然療法やカウンセリングの普及に取り組む。 

【取り組むきっかけ】 

自身がうつ病を経験した際、通院や投薬で副作用を経験したり、満足できる心のケアを受けら

れない一方で、アロマテラピーをはじめとした方法で寛解した経験があるため、同じ境遇の方に

選択肢を提供したいと考え始めたこと。 

【放置残材を使った注文住宅/リフォーム向け内装材事業】 

山本 万優さん 

【事業の概要】 

山の中に捨てられている放置残材を有効活用するため、商品開発を行い、林業の活性化/山の

保全に取り組む。 

【取り組むきっかけ】 

環境保全とソーシャルビジネスに関心を持ち、日本の森を守る事業を作りたいと思ったこと。 

 

 


